
まちに愛着がある・住み続けたい　市では、これから 年の「まちづくりの指針」である第 次総合計画を策定している。その「目指すべき将来像」や「まちづくりのあり方」、「市の施策に対する満足度や重要度」などについて、歳以上の市民 千人を対象に 月下旬から 月上旬にかけて「まちづくり市民アンケート調査」を行った。　 人から回答をいただいた中、まちへの愛着や将来の居住意向では、「愛着がある・やや愛着がある」、「住み続けたい・当分は住み続けたい」と回答した人は約 割にも上った。

限界集落と高齢化　しかし、平成 年度の調査では、住民の半数以上が 歳を超えた「限界集落※」は、山間部の佐伯・吉和を中心に カ所存在する。　また、平成 年 月現在、佐伯地域の 歳以上の人口は ．％、吉和地域は ．％である。年前の平成 年 月から比べても佐伯地域で．％、吉和地域で ．％も増加している。　人口減少・高齢化の著しい中山間地域にとっては、喫緊の課題である。何ができるのか　約 割の人が「愛着がある」地域に「住み続けたい」と願っている現状。今、何ができるのか、何をしなければならないのか。その可能性を探る―。※限界集落　一般的に「 歳以上の高齢者が集落人口の半数を超え、冠婚葬祭をはじめ生活道や林野の整備など、社会的共同生活の維持が困難な状態に置かれている集落」をいう 2広報はつかいち平成26年11月1日号

■「廿日市市」に自分のまちとしての愛着がありますか

■お住まいの地域に将来も住み続けたいと思いますかどちらともいえない11.4％ 不明1.6％住み続けたい56.9％当分は住み続けたい23.0％
転居または転出したい1.4％できれば転居または転出したい　5.7％

どちらともいえない11.6％ 不明　0.8％愛着がある53.5％やや愛着がある　　　　28.4％
愛着を感じていない1.4％あまり愛着を感じていない　4.2％
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ふるさとへの協力は、惜しみません　年を追うごとに人口が少なくなる大虫集落。身を切られるような思いで見つめています。そんな中、楠田さん一家が移住し、私以外の大虫出身者もわがことのように喜んでいます。　今後、大虫に興味を持っている方とのマッチングなどを通して大虫の魅力を知ってもらえたらと思っています。
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佐伯支所から北へ約10㎞。佐伯地域の山合いに位置する虫所山・大虫地区。
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楠田さん夫婦が手掛ける純大虫産の無添加石鹸と梅ジャム。イベントなどで販売し、大虫をアピールしている。文字は泰久さんが担当。

今まさに過疎の波に飲みこまれようとしている

佐伯・ 虫 むし 所 ところ 山 やま 大 おお 虫 地区むし

ここで生きていく
そう決意し栃木から移住した楠田さん一家

１年半が経過し現在の思いを聞いた
くすだ・やすひさ　　　　　　楠田　泰久さん（31歳）　　　みずほ　　　　　　　　瑞穂さん（32歳）　　　ふうた　　　　　　　　  楓羽太くん（2歳）
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